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詩 と 神 話

一-William Blakeの場合一一一

狐野利久

お1ythand Poetry 

-_ A Note on William Blake 

Rikyu Kono 

Abstract 

1 

Mylh is generally reg旦rdedas something frivolous， nonsensial， or stupid， but， 

considering from a standpoint of psychoanalysis， we can say it is the language of 

the unconscious; it is the expression of the regions of our mind that think in 

a picture language of symbols， not in terms of words at all. 

2 

Blake consciously had experienced lhe working of the unconscious in his mind. 

He said，“1 met Socralis，"“I talked with Jesus Christ，"“Voltaire spoke in English，" 

and so on. So people said of him that he was mad. Crabb Robinson， before 

seeing Blake， had also been sure of his madness， but when they met， he was 

surprised. In his diary he asks，“Shall 1 call him artist or Genius-or Mystic or 

Madman? Probably he is all." 

3 

Mrs K athleene Raine， on巴 ofthe famous Blakeans， says: “Blak巴 combined

the symbolic imaginative genius of antiquity， and the psychological insight of 

modern man. In the latter respect， he was a hundred years in advance of his 

time; ・・ " 

4 

Mark Sじhorersays that Blake had been quali五日1ns mythmaker becaus巴ofthe 

following reasons: 

1) his pridc“Gcnius has no Error" was essential， 

2) his imagination was habitually animistic， and 
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3) he saw things h日biluallO'in lheir metaphorical guises. 

F 
U 

Then in what kind of mO'lh dicl he trO' lo write? To answer this qu巴st1On，

we must consid巴rof the influence of John Milton whom he lovecl throughout his 

life. I am sure that Blake tried to write the mO'ths of Paradise Lost ancl Paradise 

Rcgained in his own stO'le as Milton hacl written: Paradu正ノ L05t bO' Blake means 

the Fa1l of Albion (our Ancestor)， which is caused bO' the disruption of the haト

monO' of man's four el巴ments-spiritor imagination， reason， emotion or passion， 

and the bodO'-which are p巴rsom五edUrthona， UrizeκLUL・ahand Tlzarlllas; p，山 F
dise Regained means the awakening of /llbion， in orther words， the activities of 

L05， the incarn乱tionof Urtlwna， for the purpose of building J，引.usalcmnot onlO' 

in England's green & pleasant land but also in a1l nations as in the times of old 

6 

His myth seems to have suffered from want ofωntro1. This is really caus巳d

bO' the facts that the working of the unconscious cannot be expressecl objectivelO'， 

insidelO'， ancl logicallO' and that mO'th is written on a ba，e of the c1ream司experience.
7 

I31ake saO's，“He whu can be bound is No Genius，" or“The True Man is the 

SOllrce， he being the Poetic Genius." From these worcls we can find nut onlO' th巴

Oneness of God and Man bllt aJso the Oneness of Man and PoetrO'. The former 

causes his pride: “Genius has no Error"; the latter the wrilings of mO'th in poetic 

slO'le. The Oneness of Man and PO巴trO'means that our dailO' life must be dlle 

lo poetrO'， that is， imagination， not lo prose or re立8011.

8 

T. S. Eliot saO's: “H his capacitO' for llnderstanding of hllman nalure， his 

remarkabJe and original sense of langllage， and his gift of hallllcinated vision hacl 

been controlled bO' a respect [or impersonaJ reason， for common sense， for the 

objectivitO' of science， it would have been better for him. ..." Blake saO's against 

Eliot，“Genius cannot be Bound; it maO' be Rel1der'c1 lndignant & Outrageous." 

It seems to me that such manner of Blake makes us aware of something 

innucent as a poet ancl， at the same time， makes us feel the limitations of Blake 

as a poet 

(1 ) 

f千々の怠;誌が什開化されるにつれて、:fql話に士、Iする7T々 の13Jえというもの

もT供のほiの無邪気なおとぎ話か，或l.はせいせ，~、よくて，古代人の素朴 It.
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?;s:悲!I立にしか考えられなくなってしまっている。特に，科学の発達のめざま

しい今日においては，神話というものはナンセンスな，馬鹿げ‘たものとして

かえりみられないか，或いは，不合理であるからとうてい信じられないとい

うことで-.~笑にされてしまう運命にあるようである。しかしながら，果し

て神話というものを，そのように考えて良いものなのであろうか。 Richard

Chase は，

The romantic fear that science may destroy myth betrays an acqui-

escence in the misinterpretation of myth which science sometimes 

gives us: namely， that it is frivolous or delicate nonsenseρ 

(科学は神話を滅ぼしてしまうかもしれないとし、う実際的でない憂いは，

科学が時折吾々にもたらす神話についての間違った解釈，すなわち，神

話というものは，つまらない，或は巧妙な，戯言であるという間違った

解釈を黙認することになる。)

といい， 消J，活に対する苦々の間違った考え方を批判している。 又， Francis 

Fergusson ~土，

.. 'unfortunately the student of literature cannot get along without 

“myth門 1tis too evident that poetry， to say nothing of religion， 

philosophy， and history， are akin to mythopoeia. Drama， th巴 lyric

and五ctionlive symbiotically with myths， nourished by them， and 

nourishing their flickering lives.2) 

(不幸にも，大学の研究は神話をとりのぞいてはなりたたない。詩や，宗

教は云うに及ばず，哲学や歴史は，神話を作り出すということと類似性

があるということは，あまりにも明白なことである。演劇も，絞↑青詩も

小説も，神話と共存共栄においてあるのであって，それらは神話によっ

て育まれ，又神話のか細い命を養っているのである。)

と.L¥い，文学の研究においては，神話を無視することの出来ないことを吾々

に教えている。

( 2) 

Sygmond Freud (1856-1939)が，神話は古代民族の夢であるとのべたこと

( 141) 



310 狐野利久

は，よく知られていることである。 ErichFrommも，

(Freud) helped th巴 understandingof the myth by inaugurating an 

und巴rstandingof symbolic language on the basis of his interpretation 

of drama.3) 

((フロイドは)夢の解釈にもとづいて象徴された言語の解釈の仕方を考

え出すことによって，神話の理解を助けたのであった。)

といっているように， Freudは精神分析 Psychoanalysisによる夢の解釈に

もとづいて，神話を解釈しようとしたのであった。ところが彼は，神話にお

いても夢の場合におけると同様，過去の時代の非合理的，反社会的な衝動の

表現ということのみに解釈の重点をおいたがために，この点に反対する意見

が数多くあるようであるが，しかし，神話を理解する道をつけてくれたとい

う点において，彼の主IJ演は大きいといわねばならないであろう。

Freud，及び，彼の後継者たちが明らかにしたところによると，人間の料i

神には，全然言葉とし、う子段によらず，象徴 (symbol)とし、う絵言葉 (picture

language)によって，物事を考える領域が存在するということであるべそれ

はどこにあるのかと云うと，吾々の意識の深層であって，通常， 1県忌"識とよ

ばれている領域である。 そうして， 苦々が13常用いる言葉というものは，

Blak巴研究者の一人である Kathl巴巴neRaine女史の言こ柴をかりれば，「;官、識(J'.!

思想、の完成された道具 (theperfected instruments of conscious thought)5) J 

にしかすぎないのであるが，無意識の領域において働らく絵孟葉という象徴

的な形象 (symbolicform)は，吾々の意識にのぼらない意識，すなわち，無

意識の動きのあらわれで、あって，百々が夢をみるときその形象の一部をみる

ことが可能なのである。しかしながら，通常吾々は， I言葉による思考の習慣

が久しい以前から出来上っているがために，象徴というものを十二分に使用

するすべは，大部分失われてしまっている (theart of using symbols to their 

full potency has， with our long-巴stablishedhabits of verbal thought， been 

largely lost)6) Jがために，意識的に無意識の動きが経験されるということが，

少なくなってしまっているということであゐ。ところが，

What in most mcn is latent， is consciously experienced by visionaries 

(142) 
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and imaginative poets of the stature of Shak邑speare，Coleridge， or 

Blake.7) 

(大部分の人にあっては，内にひそみかくれているものが，シェイクスピ

ア，コールリジ或は，ブレイクのような偉大な幻想家や，想像的詩人の

場合には，意識的に経験される。)

ということである。従って，このような精神分析の立場から考えてみると，

-・・themyths of primitive races， and of our own antiquity， move far 

more in this non-linguistic， symbolic layer... than in the verbal. 

Ballad and legend and fairy-tale deal almost wholly in this non-

linguistic symbolism， •• .8) 

(原始民族や吾々の祖先たちの神話は，言葉の層よりも，非言語的象徴の

層の中で行動するのである。パラッド，伝説それに，おとぎ話というも

のは，ほとんどすべて，この非言語的象徴とかかわっているのである。)

とRaine女史が説明しているように，結局，神話というものは，吾々の記憶

から忘れ去られてしまっている象徴とし、う絵言葉ということに定義されるよ

うである。そうして， Blakeの場合には，彼の心の内奥にある象徴という絵

言葉が意識的に経験されるがままに，丁度ギリシャ人が神々について書いた

ように，書き，叉，人にも語ったのであったということが出来るのである。

(3) 

Blakeは意識にのぼらない意識(即ち無意識)の働きというものを，幼少

の頃から直接経験し，大人になっても決して失うことがなかった。幼少の頃

の有名な話として，年老いた神が窓からのぞいているのを見たとか，天子が

木の枝に鈴なりになっているのを見たとかという話が，彼には色々あるが，

大人になってもそのような話は，数多く伝えられているのである。 Henry

Crabb Robinsonの日記の， 1825年 12月10日のところをみてみるとへ

…彼が「私の幻像」と云ふ場合，伎はあたりまへな，別に誇張のない調

子で話した。まるで誰でも理解し，別に気にかけないごく普通な事を話

すのと同じであった。叉同じ調子で彼は屡々「精霊が私に告げた」と話

(143) 
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した。私は折を見計らって，貴方はソクラテスが使ったのと同じ言葉を

使ってゐる。貴方の精霊とソクラテスの精霊との聞には，何か{tl通ひが

あるかと尋ねた。「吾々の容貌が似てゐる様に似てゐる。」彼は途切れて

又かう附け足した。「私はソクラテスだ。」かくして叉それを訂正するか

の様に["兄弟の様なものだ。私は彼と会話した事ががあったにちがひ

ない。 同じ様にイエス・クリストとも話しあった。 私はそれ等の人達と

一緒にゐた事を瀧ろげに記憶してゐる。}O)

とRobinsonは記している。叉 Miltonが Blakeのlmaginationの世界にあ

らわれて，自分のかし、た「失楽園 (ParadiseLost)Jによって迷わされること

のないように注意したという話も残っているが11)，Blakeが見た Miltonに

ついて， Robinsonは，

彼はミルトンが彼に現はれた話をしたので，私は彼(ミノレトン)が果して

版叢の肖像に似てゐるかどうかを尋ねた。「全く同じだJと彼は答へた。

何才位の齢で、現はれたのですか。["色々の齢でだ。一一或時は非常な老

人だった。」彼はミルトンが或時は古典的な無神論者の一種であり，又夕、

ンテが今は神と共にゐると云ふ事を話した12)。

と日記に記している。このように普通の人と変わった，奇異に思われるよう

なことをBlakeは云ったので，人々からだんだん相手にされなくなり，遂に

は狂人視されるようになっていったのであるが，しかし

幻像の力に就ては，彼はそれをごく幼少の折から持ってゐたと話した。

彼の考へでは凡ての人がそれを分有してゐる。だがそれを養はないばか

りに失って了ふ問。

とRobinsonに話した Blakeにしてみれば，

If th巴 doorsof perception were cleansed ev巴rything would appear 

to man as it is， infinite!4). 

(もしも知覚の扉がきよめられるならば，すべてのものはありのままに無

限にみえるであろう。)

という言葉からもわかるように，彼の幻覚はごくあたり前のことであったの

(144) 
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である。従って狂人扱いされることは堪えられなかったとみえて，

That it no longer sha11 dare to mock with th巴 asperationof Madness 

Cast on the 1nspired by the fame high finisher of paltry Blots 1n-

definite， ...15) 

(欠点のないことを誇りとしている無気力なものによってラ霊感を受lけた

ものを気狂いと中傷し，明けることをやめさせるようにラ ) 

願ったのであった。しかし Renaissance以来人々は自我に目覚め，物事を理

知的に合理的に考えるようになっていったので， Blakeの云うことは理解

されず， 1833年に Parisの「ルヴュ・ブリタニク」誌(第三輯，第四巻， 183~ 

186頁)に掲載された記事などには， Blakeが Londonの南東部にある有名

な精神病院に 30年間も入れられていたことになってしまったのである16)。

そうして，このことが事実無根のことであるということが解明されたのは，

やっと今世紀に入って， 1927年に出た MonaWilsonの TheLife of William 

Blakeによってであるから， Blakeは長い間誤解されていたわけで、ある。

そのようなわけであるのでヲ今世紀になってBlakeが急に脚光をあびるよ

うになったのも，

Why wilt thou Examine every little fibre of my soul， 

Spreading them out before th巴 sunlike stalks of fiax to dryコ

The infant joy is beautiful， but its anatomy 

Horrible， Ghast & Deadly; nought sh3.1t thou find in it 

But Death， Despair & Everlasting brooding MelancholyI7). 

(なぜ、お前は私の魂の小さな繊維の宇つ一つを調べて

丁度亜麻の茎をかわかすよに太陽の前にひろげておくのか?

みどり子の喜びは美しいが，その分析の結果は

おそろしくひどいものである。お前は死と絶望と

永遠にふさぎ込むゅううつ以外に，何物も見出さぬことであろう。

とBlakeが合理的な，科学的な思考を絶対視する考え方を批判した意味が，

やっと 20世紀になって，人間性の喪失とか，人類の危機とかが叫ばれるよう

になって，はじめて顧みられるようになったからであろうし，又，二つには，

(145) 
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Freudの精神分析の結果，深層心理学の分野の研究が進んで，意識にのぼら

ない意識の流れについての研究が盛んになって， Blakeの幻覚があらためて

控目されるようになったからでもあろう。従って，仏人の GeorgesBataille 

の言葉をかりれば，

グイジヨ永ーメレ グイジヨシ

「ブレイクは幻想家であったけれども，その幻に現実味を帯びさせよ

うとはしなかった。つまり，彼は別に気ちがし、ではなかったが，ただ彼
グイグヨシ

は，その幻をごく人間的なものと見て，それが人間精神のきわめて白

然なあらわれだと考えていたのである。J18) 

ということになるのである。全く， Raine女史の云うごとく，

Blake combined the symbolic imaginative genius of antiquity， and the 

psychological insight of modern man. In the latter respect， h巴 was

a hundred years in advance of his time; ・・・19)

(プレイグは古代人のもっていた象徴的想像的天才と，現代人のもってい

る心理学的洞察とを結合した。後者の点においては，彼は 100年だけ時

代に先んじていたのである。)

といえよう。

( 4) 

Mar1王 SchorerはこのようなBlakeを神話作家 mythmakerとしての資格

が十分あったとのべている20)。彼によれば，第一に Blakeの「天才には間違

いなし (Geniushas no Error.)J という prideは，神話作家として必須のもの

であること，第二に彼の Imaginationは習慣的に animisticであったという

こと， そして第三に metaphorは神話の必要かくべからざる伝達手段 indis-

pensable vehicleであるが， Blak巴は幻覚によって一切のものを metaphorの

装い中に見ることができたということの三つをその理由としてあげている。

彼のあげ、たこのような理由は全く適切であると私は思うのである。

Genius has no ErrorとBlakeが云う時の， Geniusという言葉には God

という意味がある。iYUえば，

The true恥1anis the source， he being the Poetic Genius21). 

(146) 
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(真人はあらゆるものの根源であり，詩的天才である。)

という Blakeの言葉があるが，この場合の thetrue Manは Manと同様に

使われることがあって，

Man is All Imagination. God is Man & exists in us & we in him22). 

(人聞はすべて想像である。神は人間であって吾等の心の中に住み給い，

叉吾等も神の御心の中に住むのである。)

は，明らかにその例である。従って Man=Godということから， Genius=God 

ということが云い得るわけhで、ある23)。又，

He who can be bound down is No Genius. Genius cannot be 

Bound;…24) 

(自己を束縛するものは天才ではない。天才は束縛さるべきでない。)

という言葉から， Geniusは理性によって縛られ拘束されることがないのでチ

We live as One Man; for contracting our in五nitesenses 

We behold multitude， or expanding， we behold as one， 

As One Man all the Universal Family， and that One Man 

We call J esus th巴 Christ，and he in us， and we in him 

Live in perfect harmony in Eden， the land of life， .• .25) 

(吾々は全一なる人として生きている。吾々は無限の感覚を縛る時

そこには分離があるが，それを放っ時吾々は宇宙の一家族としての

全ーなる人を見るからだ。その全一なる人こそ吾々は

イエス・キリストと呼んでいる。彼は吾々に在り，又吾々は彼に在り，

生命の地エデンに完全なる調和を得て生活している。)

という，いわば神と一如であるという Imaginationの世界に住することが出

来るのである。このように，天才(ニ神)というものは，理性によって拘束さ

れ，理性によってとらえらるべきものでなく，理性から解放されてあらねば

ならないのであって，解放される時

For all are Men in Eternity， Rivers， Mountains， Cities， Villages，. 

All are Human，…26) 

(147) 
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(永遠界においてはすべて人間，河も，山も，町も，村も，すべて人間で

ある)

という animisticな心境となり，草木の一つ一つに神の愛を感じ，小鳥の鳴

声に神の声をきき，小羊の姿に神の姿を見ることが出来るのである。 Blake

が， Felph旦mに滞在していた頃，妖精の葬式 (aFairy's Funeral)を見たとい

う話もう又吉tr述の，ソクラテスと合い，キリストと語った等という話も，実

は彼の Imagination，即ち，神人一如の心境から発した言葉なのである。従

って，天才には間違いなしという prideも，神人一如の自覚があったればこ

そと云えよう。

更に叉， Blakeの Imaginationの世界は，理性の束縛から解放された世界

であるが故に，時間空間を超越した世界で、もある27)。従って， Imaginationに

おし、てみられる世界は，象徴という絵言葉であらわされることになるのであ

る。ここにおいて， metaphorが必要となってくるわけである。 BlakeのThe

Marriage of Heaven and Hellの中にのべられてある MemorableFancyは

その良き例であろう。特に， Memorable Fancyの4はすばらしいものであ

って， Mark Schorerのいう metaphorの装をもって， I古い理念体系や

dogmaにしばられたり，法則に拘束されたり，習慣にとらわれたりしていて

はこの世を渡って行けないし，叉そのようなあり方は，第一，生きた生命を

もっている宗教を骸骨にしてしまうことになるJ28)ということを，生き生き

と吾々読者に伝えてくれている。

(5 ) 

では，一体 Blakeはどのような種類の神話を書こうとしたのであろうかと

いうことになるが， この問題を解くためには， Blakeが生涯愛した Milton

を抜きにしては不可能であるように思われる。

Blakeが Miltonの影響を多分に受けているということについては S.

Foster Damonや DenisSaurat等Blake研究家の等しく指摘するところで

ある。 Blakeが予言詩 Miltonを書いたということも， 端的にこのことを物

語っていると思われる29)0 Damon は Blakeの Songsof Innocenceと Songs

of ExperienceをMiltonのL'AllegroとIIPenserosoに対比させ，The Book 

(148) 
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。ifThelは Comusの一種の rewritingであるとし，叉， Miltonの TheDoc.・
trine and Discsc伊lineは Blakeの TheVisions af the Daughter of Albion 

の源、をなし，Paradise Lost ~土 jì;filton を書かせることになったというように

みている30)0 Mark Schorer は，

He (=Blake) took the Christian mythology as Milton had employ日d

it， with the emphasis on the creation and the resurrection-paradise 

lost and paradise regained-and with the help of certain semimystical 

writings and his own highly personal responses to the leading ideas 

of his age (responses capable of extraordinary transvaluations)， ma-

nipulated it to his inclusiv己 purposes31). 

(彼(二ブレイク)は創造と救済ラ @.pち失楽園と復楽園とを強調するため

に， ミルトンが採用したようにキリスト教の神話をとり入れた。そうし

て或る半ば神秘的な書き方とヲ彼の時代の指導的な考えというものに彼

自身が非常に個人的ではあるが反応するということ(卸ち途方もない価

値変更ということをしかねないような反応ぶり)によって， 彼の総括的

な目的のためにキリスト教の神話を，たくみに取り扱ったのであった。)

といっているがラ Blakeには Miltonのむこうをはって， Blake流の失楽園

や復楽園を書こうとしたことは確かなようである。そうして，この場合

w巳 donot want either Greek or Roman Models if we are but just 
& true to our own Imaginationsタ...32) 

(もしも吾々が吾々自身の想像に正しく真実でありさえするならば，ギリ

シャの模範もローマの模範もいらないであろう。)

といっているように，ギリシャやローマ神話というものにはよらずに，ただ，

彼の Imaginationの命ずるままに筆を走らせているので，彼の神話は統ーが

とれておらず，そのためはなはだ難解である。だが彼の予言詩を通じて，彼の

意としたところを説明的にのべるとすれば，恐らく次のようになるであろう。

Blake によれば，吾々の本来的なあるべき姿というものは，前述のように，

神人一如の境地に住している姿ということになるのであるが，具体的に云う

と，四性 (FourSenses)の調和ということである。即ち，人間には， Imagi町
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nation， Reason， Passion， Instinctの四性があるのであるが，

The Four Senses are the Four Faces of Man & the Four Rivers of 

the Water of Life3). 

(四性は人間の四つの顔であり，生命の水をたたえた四つの河で、ある。)

この四性が常に均整を保って調和的に働く時

Four Mighty Ones are in every Man; a Perfect Unity 

Cannot Exist but from the Universal Brotherhood of Eden， 

The Universal Man， to whom b巴 GloryEvermore. Amen.34) 

(四つの偉大なる性が一切の人間にある。その完全な統一は

エデンの宇宙的友愛をおいては存在しない。

宇宙的な人間，その人にとこしえに発光あれ。)

といわれ，人は楽園の幸福を受けることができるのである。このように，楽

園にあって，四性を完全に統一している人を， Blal況は Albionと名づけ，人

類の祖としているのである35)。 そうして，この Albionは，世界が正しい姿

で存在していた時，アトランティック大陸に住んで、いたとし、う。

He is Albion， our Ancestor， patriarch of the Atlantic Continent， 

whose History Preced巴dthat of the Hebrews & in whose Sleep， or 

Chaos， Creation began36). 

(彼はアルビオンで，吾々の先祖であり，叉アトランティック大陸の租先

でもある。彼についての歴史はへブライ人の歴史よりも古い。そしてア

ルピオンの眠り， @pちこんとんの時，創造が始まったのだ。)

ところが，このように，永遠界に住み，喜びの中に生活していた Albionもラ

楽園を喪失して，長い眠りに落入らねlまならない時がやって来た。統一され

ていた四性の調和が破綻 disruptionしてしまったのである。どうしてそのよ

うな調和が破綻してしまったのかということについては， Blakeのはっきり

した説明がないのであるが， J. G. Daviesは「人間の心理についての彼の解

釈を打ちたてんがための一つの骨組 (aframework around which to build 

his interpretation of man's psychology)として thedoctrine of the Fa!lを
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用いたにすぎなし、J37)と云っているので j単なる四性の間の con日ictが dis-

ruptionの原悶と解してよいようである。

Blakeは， Urthona38)， Urizen39)， Luvah40)， Tharmas41)の四人の神をつく

り， Urthonaには Imaginationを， Urizenには Reasonを Luvahにl工

Passionを，そして Tharmasには Instinctを，それぞれの神の属性とした。

又彼らを方位づけして， Urthonaを北， Urizenを南， Luvahを東， Tharmas 

を西にそれぞれ配するのであった。

Four Universes round the Mundane Egg remain Chaotic， 

One to the North， named Urthona: One to the South， named Urizen: 

One to the East， named Luvah: One to the West， named Tharmas; 

They are the Four Zoas that stood around the Throne Divine.42) 

(向つの宇宙が地の卵殻のまわりにこんとんとしてある。

その一つは北にあり，アアソナと云う。一つは南にあって

ユリゼンと云う。一つは東にあってルヴァと云う。一つは

西にあってサァマスと云う。彼らは神の座のまわりに立つ四つのゾァで

ある。)

これが normalpositionにある 4つのゾァ(同性)43)，即ち， Urthona， Urizen， 

Luvah， Tharmasの姿なのである。彼ら 4人の神々は，このように方位を守

り，割りあてられた職分を発揮しておればよいのに，例えば， Urizenが野心

を起して， Luvahに日分の領有する南の閏の支配を暗黙の Jドに認める代り

に， 1'1分が Urthonaの領有する北の閏を， Urthonaにとって代って支配す

ることを認めさせようとしたり 44)，或いは，

But when Luvah assum'd the World of Urizen to the South 

And Albion was slain upon his mountains & in his tent， 

All fell towards the Center in dire ruin sinking down.45) 

(しかしルヴァが南のユリゼンの国を犯し，

アルビオンが彼の山上，彼の天幕の中で殺された時，

すべてはすさまじく破滅し，中心にむかつて転落するのであった。)

とあるように Luvahが市の Urizenの同を犯すということが起ったりした

、1
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がために，四性の聞の調和が破れて，Albionは楽園を喪失するのであった。

Daviesは，

Blake asserted that the Fall was due to each one of man's four 

elements-to reason， to the emotions or passions， to the body， and 

to the spirit-bllt these last two are mentioned with less detail or 

elaboration， whereas the first two receive fllller treatment and are 

in terconnected46) 

(楽園喪失は人間の四つの要素，印ち理性，情意;又は感情， 肉体それに精

神の，それぞれの要素に起因しているとブレイクは主張したが，最後の

二つの要素についてはそれ程細かに念入りにのべられていないけれど

も，最初の二つの要素については十分に取扱われ，又互に関係づけられ

ている。)

と云っているが，確かに Blakeの神話においては， UrizenとLlIrahとが互

に全世界を支配しよ うと して conflictしているさまに，Blakeの stressがお

かれているようである。吾々の日常の生活というものを考えてみると，吾々

は理性と感情とによ って動かされ，支配されているようなものであるから，

Blakeが特にこの二者を取り上げて stressをおいたとしても別に不当な感じ

はしない。それ故例えば， Urizenが Urthonaにと って代って此の世を支配

しようとしたことも，吾々特に，批判的理性に目覚めている現代人は， rおれ

たちが神を殺したのだ一一一お前たちとおれがだ! おれたちはみな神の殺害

者なのだ ! (Wir haben ihn getδtet-ihr lInd ich! Wir alle sind seine 

Morder !ll7)と叫んだ Nietzcheの言葉を引用するまでもなく， 神の代りにn
分を神の座にすえつけ， 13分をよりどころとしている人達と云う ことが云え

るから，理知的に合理的に考えようとする現代人 のあり方を，この場合の

Urizenは象徴していると考えられるし，叉，吾々が discussionしている時

に，感情的になってしまうと収拾がつかなくなることがよくあるが，これは

正しく Luvahが勝利を得た姿て、あると考えて差しっかえないわけで、ある。

Urizenは永遠の世界においては Princeof Lightとよばれていたことからも

わかるように，輝かしい流動状態にある知性を意味していたのであるが， PCJ 

性の調和が絞れて， LlIvahにおびやかされるようになると，次第に硬化して
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しま って，何でも彼でも冷たい理念とか理性とかによって拘束しようとする

性格に変わってしま ったから， Blakeの絵では頑固な老人の姿であらわされ

ている。 Blakeは TheMarriag巴ofHeaven & Hel!の中で，

Al! Bibles or sacred codes have be巴nthe causes of th巴 fol!owing

Errors: 

1. That Man has two real existing principles: Viz: a Body & 

a Soul. 

2. That Energy， ca!l'd Evil， is alone from the Body; & that 

Reason， cal!'d Good， is alone from the Soul. 

3. That God wi!l torm巴ntMan in Eternity for fol!owing his 

Energies.48) 

(あらゆる聖書及び聖典は，次の謬見を醸し出す原因となってきた一一

人聞は二つの真実な存在原理，剖ち，肉体と精神 とを持っと云

ふ事。

一 情熱は君、と呼ばれて，ただ肉体のみから生じ，理性は善と呼ばれ

て，ただ精神のみから生ずる と云ふ事。

ー・人若し情熱の命ずる所に従へば， 神lは永一劫に人聞をI1nJ到するであ

らうと云ふる長49)。

とのべているが，理性をもって物の尺度とし，理性によ って自分や他人を律

していこうと した り，或いは自己の中に渦巻く情熱 energyまでも理性によ

っておさえつけようと したりしている人の心の中と いうものは，Urizenと

Luvahとの聞の conflictで十分説明されるであろう。

このようなことで，Albionが楽園を喪失し，物質界へ転落してしま うので

あるが， そのために Albionの美しい半身である Jerusalemは Albionから

separateしてしま うことになる。もともと，

1n Eternity Woman is the Emanation of Man; she has No Wi!l of 

her own. There is no such thing in Eternity as a Female Will， ・・・50)

(永遠界においては女性は男性の流出である。彼女には彼女自身の意志と

いうものはない。永遠界においては女性の意志といったものはないのだ)

ところが， Albinの転落によって Jerusalemは自分の意志を持つようになり，
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速く ユダヤまで流浪することになる。一方 Urthonaは，Albionの転落後，

姿をかえて Losとなり ，Urthonaの幻像として活動するのであるが，Losの

活動には， Blake自身の姿が感じとられるのである。彼は楽園喪失の悲運か

ら Albionを救う ため，Albionの Emanationである Jerusalemを England

へつれもどそうとする。

Return， Jerusalem， & dwell together as of old! Return， 

Return， Albion! let Jerusalem overspread all Nations 

As in the times of old !日)

(帰っておL、で，イエルサレムよ，昔のようにーしょに住もう !

帰っておし、で おおアルビオンよ! 昔のようにイエルサレムが

すべての国々に広がるように しよう !) 

そのため，

1 will not cease from Mental Fight， 

Nor shall my Sword sleep in my hand 

Till we have built Jerusalem 

1n England's green & pleasant Land.52) 

(私は決して心のi淡いを止めないであろう し

私の万を子の中で眠らせないであろう

イギリスの緑のたのしい国土に

イエルサレムを建てるまでは。)

この詩の一節は，詩人としての Blakeの使命をのべたものであろうが，神話

においては Losの使命をのべているということになる。Losは blacksmith

であるので，鈴炉，金敷，ハ ンマ一等による鍛造， 即ち creation(創造)によ

って，すべての誤を本来のあるべき姿にもどそうと努力するのである。その

ため，例えば， Urizenを金敷できたえたりする。

Losの努力の結果， すべてがあるべき姿にもどり， Albionも転落の|眠か

らさめて立ち上 った時 theUniversal Humanityなるイエス・キリ スト が

Albionのそばに立つのである。ところが，

-・theDivine Appearance was ihe likeness & sirnilitude of LOS.53) 
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(神の風貌はロスの似姿であった。)

といわれているので，Losは又，キリストと同一視されているわけである。

ここにおいて Los;土木来の Urthonaの盗にもどり， Albionの復策闘がなり

たつのである。

以上が Blakeの予言討を通じて考えられる Blakeの失楽園，復楽園のあら

筋であるが，古iJ述の如く，中々複雑であるので説明出来ないところが多い。

なぜ、筋に統ーがないのかとい うと， Witcuttも，

Blake's poetry is the story of the soul; his life-drama took place 

within.54) 

(ブレイクの詩は魂の物語である。彼の人生1Mはその中で起った。)

といっているように，或時ーは感情的となり，或時は理知的となり，~時は神

を讃仰するといった Blake自身の姿を， Imagination， Reason， Passion， 

Instinctのそれぞれの動きとい うことで， 内面的にとらえて描きあらわそう

としたことに起因していると思われる。その場合人間の無意識の動きという

ものは，時関空聞を超越しているから，象徴という絵言葉によ って表現されね

ばならないし，叉，人聞の無意識の動きというものは， Imagination， Reason， 

Passion， Instinctの4つだけでは十分にあらわせないため， Blakeは色々な

属性をもった神々を次々にっくり上げねばならなくなったということも，彼

の神話に統ーを欠く要因となってしま っているようである。そのためあまり

にも神々をつくり過ぎて収拾がつかなくなり ，Blake向身も，わからなくな

っ てしま っ たのではなかろうかと疑いたくなる程であるが，木人 I~l 身は，

What are the Natures of those Living Creatures the Heavenly 

Father only Knoweth: No Individual knoweth， nor can know in all 

Eternity.55) 

(これら生き物の性質が何であるかを知っているのは天にまします父の

みである。如何なる人も知らないし，叉永遠に知ることは出来ないであ

ろう。)

と誤魔化してしま っている。そこでこのように統ーがとれなくなってしまっ
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た理由は， Blakeは正当な教育を受けていなかったからだとして彼の無教育

のせいにする人もでてくるのであるが，私はむしろ，人の心の動きというも

のを内而的にとらえて描写することが出来る程，人の心の動きというものは

単粋なものではないということを，彼の神話の不統ーということが realに立

証していると考えたい。そうして LafcadioHearnも， iThe Value of the 

Supernatural in FictionJ と題する論文の中でお)，超自然、的なるもの，即ち

精霊，幽霊或いは神といったものについて何か書く時には，夢の経験にもと

づL、て書いた方がよいといったことをのべているが， Blakeの神話を読む時

には，吾々読者の方が夢の経験にもとづいて，或L、は夢見ているような気持

で読む方が無難で、ある。そういう意味で

It is not possible to read the Prophetic Books merely as excercises 

in th巴 useof language; on the linguistic lev巴1，except for some fine 

passages， they are disappointing， as compared with the early lyrics; 

they must be read as myth.57J 

(単に言葉の使い方の練習として「予言書」を読むことは不可能である。

はっきり云えば，いくつかの美しい箇所をのぞいては，初期の紋情詩と

較べて，苦々の期待を裏切るものがある。「予言者」は神話としてよまね

ばならない。)

とのべている Raine女史の言葉は，正しく， Blakeの神話を読む苦々の心得

を示しているものと思われる。

(6 ) 

Blakeの神話を概観すると以上のようなことになるのであるが，そのよう

な神話を Blakeがなぜ、散文でなく韻文，即ち詩で書いたのかということにつ

いて考えてみることにする。そのため，前に引用した Blakeの，

He who can be bound is No Genius. Genius cannot be Bound. 

や，

The true Man is the source， he being the Poetic Genius. 

とし、う言葉~，もう一度考察してみると，前述の如く，神・人一如の思想を
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引き出すことが出来るのであるが， その外に詩的天才 (PoeticGenius)とい

うのは，外ならぬ poesieのことであるので，これらの言葉から，詩と人間と

は一如であるという Blakeの考えも見出されるのである。

詩と人間とが一如であるということは，吾々の日常の生活を散文で、はなくヲ

詩 poetryの手に返えしてやるということである。それは，具体的に云えば，

Wordsworthが虹が美しく空にかかっているのを見て胸をおどらせている子

供のようでありたし、と願ったように，吾々も， lnnocenc巴の世界に住む子供

のように，美しいものに心を動かす人になるということ，即ち，どんなもの

にも深い感動を覚える人になるということである。吾々は，何事にでも感動

するということが必要であって，感動するたひ、に吾々は人間として生まれ変

わるものである。 前述の如くラ Blal況が lmaginationの世界において，

Socratesや JesusChristに会い Miltonと語ったということは，彼らから

受けた感動が何如に大きかったかということ，しかも，その感動が何時もた

び重なって起ったということを示す事柄である。

詩人というものは，いつもそのような感動的経験を持ち，それを表現せずに

はおれない人達である。そうして， Blakeの場合は，詩人は又予言者prophet

でもあると信じていたのでm，彼の作品，特に予言書といわれる詩集のどれ

もが，宗教的な感動の表現としての神話とならざるを得なかったのである。

附記

詩人は一般に，感動的経験をそのまま表現することはなく，その経験を一

層効果的に組み立てなおして，不要なものは捨て，必要なものは加えて，全

体の統ーをはかるものである。そこに適格に表現するための技術が必要とな

り，かくしていく中に，その作品が芸術 artにまで高められてゆくのである。

ところが Blakeの予言書の場合は，感動的経験をほとんど生のまま表現して

いると思われるところもあって，それが，前述の如く，全体的統一を損なう原

因に考える人もいる様である。それ故，彼の持情詩はすばらしいが，予言書の

方は，芸術的にみて零て、あるという批評もなりたつのであるが，そのような批

評は， ~ 、ささか Blakeには酷なような気はするにしても，あながち不当だとも

思えない。むしろ， T. S. EliotがBlakeについて，以下の如く述べた言葉の
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方が，きわめて穏当で，私には好感の持てる Blake評価であるように思える。

Blake was endowed with a capacity for considerable understanding 

of human nature， with a remarkable and original sense of language 

and the music of language， and a gift of hallucinated VlslOn. Had 

these been controlled by a respect for impersonal reason， for com-

mon sense， for the objectivity of science， it would have been better 

for him. What his genius required， and what it sadly lacked， was 

a framework of accepted and traditional ideas which would have 

prevented him from indulging in a philosophy of his own， and con-

centrated his attention upon the problems of the poet. Confusion 

of thought， emotion， and vision is what we find in such a work as 

Also Sρrach Zm-athustra; it is eminently not a Latin virtue. The 

concentration resulting from a framework of mythology and theology 

and philosophy is one of the reasons why Dante is a classic， and 

Blake only a poet of genius. The fault is perhaps not with Blake 

himself， but with the environment which failed to provide what 

such a poet needed; perhaps the circumstances compelled him to 

fabricate， perhaps the poet required the philosopher and mytholo-

gist; ...59) 

(ブレイクは人間というものに対する相当な理解と，言葉と言葉の音楽に

対する全く 独特な感覚と，各種の幻想に見舞われる才能を持っていた。

そしてそれが一般的な理性，常識，及び科学の客観性を尊重することに

よって統制されていたならば，彼にと ってずっとよかった筈なのであ

る。彼の天才が必要と して，そして不幸にも，それなしですまさなけれ

ばならなかろたのは，誰でもが認めている伝統的な観念の枠で，それが

あれば彼は自分で哲学を作る仕事に歌ったりせずに，詩人としての各種

の問題に集中することが出来たのだった。思想、や，感情や，幻想の混同

は， iツァラツストラ」にも見られる もので，こういうことはラテン民族

にはない。ダンテは神話と，神学と，哲学の枠があるために自分の仕事

に集中することが出来たので古典になり，それがなかったのでブレイク

は天才的な詩人でしかなかった。それ故に，これはブレイク自身がわる

かったのよりも，寧ろ詩人が必要としたものを与えなかったその環境に
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責任があるのかも知れないので，ブレイクは止むをえずにあり合わせの

もので間に合し，それで詩人であるだけでなくて哲学者 ・神話学者を兼

ねたのだということも考えられる云々60))

しかし Imaginationの世界に遊ぶ Blakeにしてみれば

He who can be bound down is No Genius. Genius cannot be 

Bound; it may be Render'd Indignant & Outrageous. 

“Opression makes the Wise Man Mad." 

SOLOMON61) 

(自己を束縛するものは天才ではない。天才は束縛さるべきではない。そ

れは念怒と激昂とを与えるばかりである。

「抑圧は賢者を狂者にする」

ソロモン)

と云い切り，叉，

Abstract Philosophy warring in enmity against Imagination (Which 

is the Divine Body of the Lord Jesus， blessed for ever)，…62) 

(抽象的な哲学は(永遠に祝福される神イ エスの聖体なる)想像に敵対す

るものである)

と云ってもいるので，やはり Eliotの云うように， controlされるというこ

とは， Blakeにしてみれば，断じて承服出来ない話であったのである。 この

ような Blakeの態度には，何か詩人の持つ Innocenceなものを感じ， 心引

かれる思いがするのであるが，同時に，やはり Blakeの詩人としての限界も

見るような思いもするのである。

(昭和43年4月30日受理)
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